
　

日

本

生

産

性

本

部

は

４

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

４

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

人

材

戦

略

を

通

し

て

持

続

的

な

企

業

価

値

を

創

造

す

る

～

三

井

化

学

グ

ル

ー

プ

の

人

的

資

本

経

営

の

実

践

と

開

示

戦

略

」

を

テ

ー

マ

に

�

拓

己

・

三

井

化

学

グ

ロ

ー

バ

ル

人

材

部

タ

レ

ン

ト

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

＆

Ｇ

Ｐ

Ａ

グ

ル

ー

プ

リ

ー

ダ

ー

が

講

演

し

た

。

　

三

井

化

学

で

は

、

２

０

１

６

年

度

に

長

期

経

営

計

画

「

Ｖ

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

２

０

２

５

」

の

策

定

と

と

も

に

、

事

業

支

援

戦

略

の

一

環

と

し

て

、

人

材

戦

略

を

初

め

て

策

定

し

、

人

材

戦

略

上

の

強

化

の

方

向

性

を

明

確

化

し

た

。

２

０

２

１

年

度

に

策

定

し

た

「

Ｖ

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

２

０

３

０

」

と

連

動

し

た

人

材

戦

略

で

は

、

①

多

様

性

に

富

む

経

営

者

候

補

の

戦

略

的

獲

得

・

育

成

・

リ

テ

ン

シ

ョ

ン

、

②

〝

あ

り

た

い

事

業

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

〟

に

連

動

し

た

人

材

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

の

デ

ザ

イ

ン

、

③

自

主

・

自

律

・

協

働

の

体

現

を

通

し

た

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

の

向

上

等

を

課

題

と

し

て

掲

げ

、

グ

ル

ー

プ

・

グ

ロ

ー

バ

ル

に

お

け

る

変

革

推

進

を

強

化

し

て

い

る

。

　

こ

れ

ら

三

つ

の

課

題

に

対

す

る

具

体

的

な

取

り

組

み

に

つ

い

て

、

�

氏

は

、

①

に

つ

い

て

は

、

「

経

営

者

候

補

多

様

化

率

（

経

営

者

候

補

に

お

け

る

女

性

・

外

国

籍

・

中

途

採

用

比

率

）

」

と

「

後

継

者

候

補

準

備

率

」

を

開

示

し

、

「

多

様

性

確

保

」

及

び

「

経

営

者

候

補

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

」

の

実

効

性

を

「

見

え

る

化

」

し

て

い

る

と

述

べ

た

。

Ｃ

Ｘ

Ｏ

・

本

部

長

を

含

む

後

継

者

計

画

を

策

定

す

る

体

系

の

中

心

に

「

キ

ー

タ

レ

ン

ト

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

」

を

位

置

付

け

、

グ

ル

ー

プ

・

グ

ロ

ー

バ

ル

共

通

の

仕

組

み

と

し

て

運

用

し

て

い

る

こ

と

や

、

将

来

の

三

井

化

学

本

体

に

お

け

る

事

業

部

長

レ

ベ

ル

に

な

り

得

る

人

材

を

「

キ

ー

タ

レ

ン

ト

」

と

し

て

選

抜

し

、

そ

の

中

か

ら

、

全

社

人

材

育

成

委

員

会

に

お

い

て

、

「

経

営

者

候

補

（

本

部

長

レ

ベ

ル

）

」

を

選

抜

し

て

、

候

補

ご

と

に

個

別

育

成

計

画

の

策

定

や

、

ア

セ

ス

メ

ン

ト

、

育

成

機

会

の

創

出

、

戦

略

的

配

置

な

ど

を

実

行

し

て

い

る

こ

と

も

説

明

し

た

。

　

②

に

つ

い

て

は

、

事

業

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

変

革

に

必

要

な

、

多

様

な

価

値

観

・

バ

ッ

ク

グ

ラ

ウ

ン

ド

を

持

つ

人

材

の

採

用

力

（

エ

ン

プ

ロ

イ

ヤ

ー

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

）

及

び

当

該

人

材

が

活

躍

し

得

る

企

業

風

土

の

要

否

に

つ

い

て

説

明

す

る

た

め

、

外

部

採

用

・

幹

部

ポ

ジ

シ

ョ

ン

登

用

率

と

離

職

率

を

開

示

し

て

い

る

こ

と

や

、

企

業

変

革

に

必

要

な

、

フ

ァ

ン

ダ

メ

ン

タ

ル

な

ス

キ

ル

で

あ

る

デ

ジ

タ

ル

リ

テ

ラ

シ

ー

向

上

を

実

現

す

る

た

め

、

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

テ

ィ

ス

ト

の

外

部

採

用

だ

け

で

は

無

く

、

レ

ベ

ル

分

け

し

た

「

Ｄ

Ｘ

人

材

要

件

」

に

基

づ

き

、

学

習

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

全

社

展

開

を

進

め

て

い

る

こ

と

な

ど

を

紹

介

し

た

。

　

③

に

つ

い

て

は

、

「

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

要

因

ス

コ

ア

」

と

し

て

、

グ

ル

ー

プ

内

に

お

い

て

、

共

通

し

て

高

い

数

値

で

あ

っ

た

「

権

限

委

譲

・

自

律

性

」

を

、

自

社

の

強

み

と

し

て

特

定

し

、

当

該

ス

コ

ア

の

維

持

・

向

上

に

つ

な

が

る

取

り

組

み

を

行

っ

て

い

る

こ

と

や

、

高

い

目

標

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

た

社

員

が

適

正

に

報

わ

れ

る

た

め

に

、

評

価

・

報

酬

制

度

の

改

定

等

に

取

り

組

ん

で

き

た

こ

と

な

ど

に

ふ

れ

た

。

　

今

年

の

２

月

に

は

グ

ル

ー

プ

統

合

型

人

材

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

の

構

築

を

完

了

さ

せ

た

。

各

社

ば

ら

ば

ら

だ

っ

た

グ

ル

ー

プ

内

の

組

織

・

人

材

情

報

・

人

事

業

務

プ

ロ

セ

ス

を

グ

ル

ー

プ

一

元

管

理

す

る

こ

と

で

、

人

的

資

本

に

関

す

る

優

先

課

題

の

特

定

と

、

そ

れ

に

基

づ

く

投

資

配

分

を

よ

り

戦

略

的

に

進

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

�

氏

は

、

「

全

グ

ル

ー

プ

従

業

員

（

約

２

万

人

）

が

、

一

つ

の

組

織

図

と

な

っ

て

い

る

こ

と

が

大

き

な

特

徴

だ

。

グ

ル

ー

プ

内

で

職

務

と

従

業

員

の

マ

ッ

チ

ン

グ

機

会

創

出

に

も

な

る

。

ま

た

、

人

と

人

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

生

産

性

も

高

く

な

り

、

人

材

戦

略

全

体

の

底

上

げ

効

果

が

期

待

で

き

る

」

と

指

摘

し

た

。

　

今

後

の

課

題

と

し

て

は

、

「

人

材

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

の

質

に

関

す

る

解

像

度

」

（

成

長

戦

略

に

基

づ

く

リ

ス

キ

リ

ン

グ

領

域

の

特

定

）

、

「

挑

戦

を

促

進

・

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

す

る

仕

組

み

づ

く

り

」

、

「

対

話

（

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

）

へ

の

さ

ら

な

る

投

資

」

（

多

様

な

社

員

一

人

ひ

と

り

と

の

対

話

を

前

提

と

し

た

包

摂

的

タ

レ

ン

ト

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

）

の

三

つ

を

挙

げ

た

。


